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平
成
三
十
一
年
度 

 

福
岡
女
子
大
学
第
七
十
回
入
学
式
及
び 

 

大
学
院
第
二
十
七
回
入
学
式 

式
辞 

 

 

福
岡
女
子
大
学
に
合
格
さ
れ
、
大
学
と
い
う
新
し
い
経
験

へ
の
挑
戦
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
満
足
感
と
達

成
感
を
私
は
直
に
感
じ
て
い
ま
す
。「
次
代
の
女
性
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
」
を
建
学
の
精
神
と
す
る
福
岡
女
子
大
学
の
一
員
に

な
ら
れ
た
学
部
学
生
二
百
四
十
四
名
、
大
学
院
学
生
十
八
名

の
皆
さ
ん
を
、
心
よ
り
歓
迎
致
し
ま
す
。
本
年
度
の
入
学
式

は
、
大
学
会
館
の
都
合
で
「
な
み
き
ス
ク
エ
ア
」
で
挙
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
福
岡
女
子
大
学
の
入
学
式
は
キ
ャ

ン
パ
ス
で
と
い
う
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
公
務
ご
多
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
学
式
に
ご
臨

席
賜
り
ま
し
た
福
岡
県
副
知
事 

服
部 

誠
太
郎
様
、
福
岡
県

議
会 

議
員 

長 

裕
海
様
、
福
岡
女
子
大
学 

同
窓
会 

筑
紫
海

会 

会
長 

矢
野 

芙
美
子
様
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
方
々
に
福

岡
女
子
大
学
を
代
表
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年

度
の
入
学
式
に
は
、
皆
さ
ん
達
の
激
励
の
た
め
、
先
輩
の
方
々

に
御
出
席
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
福
岡
女

子
大
学
第
十
六
回
に
卒
業
さ
れ
た
方
々
二
名
で
す
。
さ
ら
に
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皆
さ
ん
の
入
学
を
激
励
す
る
た
め
に
米
国
か
ら
駆
け
つ
け
て

下
さ
い
ま
し
た
、
ス
ペ
ル
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
メ
ア
リ
ー
・
シ

ュ
ミ
ッ
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
学
長
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
さ
ら
に
荘
厳
な
入
学
に
相
応
し
い
演
奏
を
し
て
い
た
だ

い
た
九
州
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
皆
様

に
感
謝
致
し
ま
す
。 

 

本
日
の
式
辞
を
述
べ
る
前
に
、
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害

を
始
め
と
し
て
各
地
で
被
災
さ
れ
た
ご
家
族
の
方
々
に
お
悔

や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。
完
全
な
復
興
に
十
年
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
に
回
復
が
順
調
に
進
ま
な
い
こ
と 

を
考
え
る
と
、
心
が
痛
み
ま
す
。 

 

本
日
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
晴
れ
の
入
学
式
に
出
席
し
て
お

ら
れ
る
の
は
、
入
学
試
験
と
い
う
困
難
な
選
別
競
争
を
突
破

さ
れ
た
皆
さ
ん
自
身
の
努
力
に
よ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
日
ま
で
物
心
両
面
か
ら
皆
さ
ん
を
温
か
く
支
え

て
い
た
だ
い
た
ご
家
族
の
ご
恩
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
は
若
い
が
故
に
何
事
も
自
分
で
出
来
る
と
思
う
の
は

良
い
こ
と
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
現
在
の
晴
れ
姿
は
、
周
り
の

多
く
の
方
々
の
経
済
面
、
教
育
面
、
あ
る
い
は
精
神
面
か
ら

の
、
計
り
知
れ
な
い
程
の
多
く
の
支
援
に
よ
る
も
の
で
す
。  
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こ
こ
で
、
福
岡
女
子
大
学
の
歩
み
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

福
岡
女
子
大
学
は
、
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
年
）
に
福
岡

県
立
女
子
専
門
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
最

初
の
公
立
女
子
専
門
学
校
で
す
。
二
度
の
火
災
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が
、
女
子
専
門
学
校
の
伝
統
は
、
一
九
五
〇
年
に
設

立
の
県
立
福
岡
女
子
大
学
に
引
き
継
が
れ
、
学
部
・
大
学
院

組
織
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
二
〇
〇
六
年
（
平
成
十
八
年
）

に
「
県
立
福
岡
女
子
大
学
」
か
ら
「
公
立
大
学
法
人 

福
岡
女

子
大
学
」
へ
と
変
遷
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
福
岡
女
子

大
学
は
、
二
〇
十
一
年
四
月
よ
り
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持

ち
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
」
と
い
う
教
育
理
念

に
焦
点
を
絞
っ
た
大
学
と
な
り
ま
し
た
。 

福
岡
女
子
大
学
は
、

一
九
二
三
年
の
県
立
女
子
専
門
学
校
創
立
以
来
、
九
十
六
年

と
な
り
、
二
〇
二
三
年
に
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、

そ
の
伝
統
あ
る
福
岡
女
子
大
学
の
一
員
と
な
ら
れ
た
こ
と
に

誇
り
を
持
ち
、
勉
学
、
研
究
、
地
域
・
社
会
貢
献
、
国
際
活

動
に
励
ん
で
下
さ
い
。 

 

二
〇
十
一
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
福
岡
女
子
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
再
整
備
や
教
育
の
質
の
改
善
に
は
、
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
学
内
に
は
、
福
岡
女
子
大
学
美
術
館
が
併
設
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さ
れ
、
多
く
の
美
術
品
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
福
岡
女
子

大
学
美
術
館
を
活
用
し
た
「
感
性
」
授
業
は
、
二
〇
十
八
年

度
の
第
三
ク
ォ
ー
タ
ー
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
福
岡
県

の
全
面
的
支
援
の
キ
ャ
ン
パ
ス
再
整
備
も
二
〇
十
七
年
度
で

終
了
し
、
福
岡
女
子
大
学
は
、
教
育
の
質
で
あ
る
「
教
育
力
」

と
「
国
際
深
化
力
」
で
非
常
に
「
知
名
度
」
の
高
い
大
学
に

な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
世
界
的
に
信
頼
さ
れ

て
い
るTimes

社
が
発
表
し
て
い
る
二
〇
十
九
年
の
国
内
に

於
け
る
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
女
子
大
学
部
門
で
は
、
全
国
で

約
八
百
あ
る
大
学
で
総
合
第
四
十
六
位
、
約
八
十
あ
る
女
子

大
で
第
二
位
で
す
。
国
公
私
立
三
大
学
で
ト
ッ
プ
争
い
を
し

て
い
る
非
常
に
教
育
レ
ベ
ル
の
高
い
大
学
で
す
。  

 

福
岡
女
子
大
学
の
日
本
人
の
一
年
生
は
一
年
間
、
留
学
生

は
四
年
間
、「
国
際
学
友
寮
な
で
し
こ
」
で
全
寮
制
と
し
て
共

同
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
寮
は
生
活
の
場
だ
け
で
な

く
、
教
育
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
教
育
の
場
と
し
て
の
効
果

を
上
げ
る
た
め
に
、
月
曜
日
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
禁
止
し
、
自 

己
啓
発
教
育
日
に
し
て
お
り
ま
す
。
寮
で
は
、
毎
日
の
朝
の

時
間
を
利
用
し
た
一
時
間
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
タ
イ
ム
と
、

月
曜
日
は
二
十
四
時
間
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
デ
イ
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
日
本
語
会
話
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
等
、
国
際
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化
に
慣
れ
る
準
備
の
た
め
の
生
活
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
「
国
際
学
友
寮
な
で
し
こ
」
で
は
、
外
国
人
留
学
生
率
が

三
〇
％
で
日
本
人
学
生
と
外
国
人
留
学
生
と
が
混
住
し
、
国

際
的
多
様
性
を
理
解
す
る
様
々
な
仕
掛
け
が
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。
卒
業
ま
で
に
約
七
〇
％
の
学
生
が
外
国
留
学
を
経
験

し
、
現
在
は
三
十
四
あ
る
学
術
交
流
協
定
校
と
の
学
生
の
交

換
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
学
術
交

流
協
定
校
は
教
育
的
に
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
学
校
を
選
ん

で
い
ま
す
。
本
日
、
皆
さ
ん
の
入
学
の
祝
い
と
激
励
の
た
め

に
米
国
よ
り
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
キ
ャ
ン
ベ
ル
学
長
の

ス
ペ
ル
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ
も
本
学
の
学
術
交
流
協
定
校
の
一
つ

で
す
。 

 

皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
入
学
を
機
に
「
国
際
的
多
様
性
」
を

身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
春
学
期
が
始
ま
る
と
、

す
ぐ
に
英
語
漬
け
の
勉
強
が
始
ま
り
ま
す
。
二
〇
十
八
年
度

か
ら
一
年
間
を
四
学
期
制
と
し
た
ク
ォ
ー
タ
ー
制
の
授
業
が

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
同
じ
科
目
の
授
業
を
週
に
複

数
回
受
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
福
岡
女
子
大
学

で
は
授
業
を
始
め
る
前
に
、
教
員
と
学
生
が
今
か
ら
学
ぶ
授

業
の
内
容
を
徹
底
的
に
検
討
し
、
教
員
は
何
を
教
え
、
学
生
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は
何
を
学
ぶ
か
を
お
互
い
に
納
得
し
た
後
に
、
授
業
は
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
ク
ォ
ー
タ
ー
制
の
実
施
と
教
員
と
学
生
の
授

業
ス
タ
ー
ト
前
の
討
論
の
二
つ
の
仕
掛
け
に
よ
り
、
授
業
の

理
解
度
が
深
ま
り
授
業
内
容
が
理
解
し
易
く
な
り
ま
す
。 

 

福
岡
女
子
大
学
で
は
、
他
大
学
が
あ
ま
り
行
っ
て
な
い
特

徴
を
、
福
岡
女
子
大
学
「
ユ
ニ
ー
ク
」
と
し
て
実
行
し
て
い

ま
す
。「
国
際
」
の
「
ユ
ニ
ー
ク
」
は
、
全
寮
制
、
海
外
留
学

率
七
十
％
、
海
外
で
の
半
年
か
ら
一
年
の
留
学
と
外
国
人
留

学
生
受
け
入
れ
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
Ｗ
Ｊ
Ｃ
制
度
、
海

外
高
等
学
校
と
の
高
大
連
携
等
で
す
。「
教
育
」
の
「
ユ
ニ
ー

ク
」
は
、
福
岡
女
子
大
学
美
術
館
を
使
っ
た
精
神
文
化
の
醸

成
と
「
感
性
」
教
育
、
ク
ォ
ー
タ
ー
制
、
学
生
自
ら
授
業
の

理
解
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
学
修
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、
九
カ
国

語
を
使
っ
た
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
カ
フ
ェ
、「
リ
ー
ダ
ー
・
ト
ッ
プ
リ

ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
学
生
が
大
学
委
員
会
に
所
属
し
、

大
学
運
営
に
直
接
参
加
や
、
文
化
庁
と
の
協
同
に
よ
る
感
性

教
育
等
が
あ
り
ま
す
。
次
に
、「
百
周
年
記
念
事
業
」
の
「
ユ

ニ
ー
ク
」
は
、「
女
性
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」
と
「
国

際
フ
ー
ド
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
と
福
女
大
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
結
成
等
で
す
。 
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ま
た
、
二
〇
十
八
年
度
よ
り
、
国
際
文
理
学
部
の
名
に
相

応
し
い
文
理
統
合
型
教
育
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
文
理
統

合
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
付
か
る
未
知
の
分
野

の
開
拓
こ
そ
が
、
教
育
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
繋
が
る
の

で
す
。
福
岡
女
子
大
学
で
は
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
内
容
の
授
業

を
提
供
す
る
と
共
に
、
勉
強
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
多
く
の

仕
掛
け
を
作
っ
て
い
ま
す
。
福
岡
女
子
大
学
の
今
後
の
教
育

に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
福
岡
女
子
大
学
で
受
け
る
教
育
は
、

受
け
身
で
か
つ
他
人
か
ら
強
制
さ
れ
る
勉
強
で
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
大
学
教
育
に
は
、
新
し
い
知
識
の
蓄
積
、
新
事

実
の
発
見
、
さ
ら
に
自
分
の
考
え
を
展
開
で
き
る
と
い
う
期

待
と
感
動
が
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
易
し
く
、
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
問
、
研
究
は
、
専
門
的
で
深

く
追
求
す
れ
ば
す
る
程
、
苦
し
さ
が
増
し
て
き
ま
す
。  

 

抵
抗
な
く
何
事
に
も
飛
び
込
ん
で
行
き
、
失
敗
が
許
さ
れ

る
の
は
若
い
時
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、

若
者
の
特
権
を
持
て
る
若
い
新
鮮
な
日
々
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
一
日
一
日
を
有
効
に
、
学
生

生
活
が
実
り
多
く
、
有
意
義
と
な
る
様
心
掛
け
て
下
さ
い
。
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福
岡
女
子
大
学
の
学
生
と
い
う
誇
り
を
持
ち
、
何
事
に
も
自

分
の
意
見
を
持
ち
、
積
極
的
、
建
設
的
な
行
動
の
取
れ
る
成

熟
し
た
社
会
人
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
式
辞
と
致
し

ま
す
。 

   

「
大
学
で
何
を
学
ぶ
か
」 

 

二
〇
十
九
年
四
月
三
日 

  

公
立
大
学
法
人
福
岡
女
子
大
学 

理
事
長
・
学
長 

梶
山 
千
里 

  


